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「知床ヒグマエサやり禁止キャンペーン企画部会」の進め方 

 
 
１．部会目標 
「将来にわたり地域住民が安心して安全に住まうために」 
「観光地としての魅力を損なわないことにより、安定した経済生活を続けるために」 
 本部会の構成団体の協力の下、啓発活動を進める。 
啓発活動により、ヒグマにえさをやる、ヒグマの生息地にゴミを放置する行為をなくす。

ヒグマと人の軋轢をなくし、事故を未然防止する。 
 

2012 年に発生したヒグマのエサやり行為・接近行為等を 2013 年には地域活動によりな
くすため、地域協働型の活動メニュー（広報普及の取組）を取りまとめる。 

 
２．部会の進め方 
１）本部会の設置・対象範囲の確認 

２）本地域の関係団体・機関での情報共有とエサやりの課題共有 

３）対処法として地域協働により啓発活動を行う意志を確認 

４）相互ができる活動メニューをピックアップ 

５）相互の活動で発信する共通のメッセージ（考え方・思想）を確認 

６）活動の役割分担、支援体制・実施体制を確認 

７）タイトルをつけて事業を発表 

 
３．部会のスケジュール 
第 1回部会開催（11月 27日）  
 ・部会設置、メンバー、対象範囲確認 
 ・課題の共有、意思確認 
 ・エサやりがダメな理由を確認 
 ・活動メニューのアイデア出し 
 ・共通となるメッセージのアイデア出し 
 
第 2回部会までの準備（11月下旬から 2月上・中旬） 
・各団体で実行できる活動のヒアリング 
・活動メニューリスト化作業 
・実行体制案の取りまとめ 
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第 2回部会（2月上・中旬 第 2回部会開催） 
 ・活動メニューリストの確認 
 ・活動実施に向けた役割分担、実行体制を討議 
 ・共通のメッセージ、活動のタイトルづくり 
 

平成 24 年度第 2回適正利用・エコツーリズム検討会議（3月中開催） 
 ・部会討議結果の報告と活動承認に向けた討議 
 
承認を受け、平成 25年春より実行 


